
第３号様式（第１５条関係）

事業者排出量削減報告書

住所
ま．にたる冊務

の所在地）

氏名（弘
ては．絡称及び代

衣行の氏名）

事業肴の胆たる

業稲

圃川imUF

年度 Ⅸ１１i、対象、［稗等

I二場製造部門

社jIlIlZ

１０３８０ －３１ １２９６．０ －１３ 

８２９６．０ ８０３８０ －１３ 

用途区分 爪単位の指標 ［1標年度（HllIlIl IPI減率（突紬）

山科'二場
▲ョＬＰ▲■

′'二産rliII1（ｔ）

注１該当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はし印の記入は不要です”

２「基蠣年度」とは計画期1111の前年度を．「目標年度」とはiil薗期IlI1の最終年度を、「報告年度」とはii}画期Illlのうち、今回報告の対象となる年度をいいます。

３「事業所等排出区分」とは京脇府内の耶業所等の事業活動のためのエネルギーの便り､に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送巾両排lⅡ区分」とは目UMI車運送卵業者については使用の本拠の位価を京節府内とする
屯両の排出する温室効果ガスを、鉄道Xil業者については保有する貨物llIIiUi又は旅客IlI繭の排出する温室効果ガスを、「その他排Ⅱ｣区分」とは'二記以外の京都府内における醜業所等の事業活動に伴い発生する温室
効果ガスをいいます.’

４「原単位当たりの温室効果ガス排出壁等」の「用途区分」には、○○工場、事務所などのINI途を記入してください。「原単位の捕標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生産数量、延べ床
面祇．走行距嬢等）を記入してください，

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減lii秤」のうち「森林の保全及び躯M3」の「目標年度（計画）」欄には計画ⅡｉＩＩ１中の目標の累計を、「報告年度（実績）」欄には実縦の累ilfを記入してくださ
い。

６「特記事項」には、平成２年度（１９９()年度）を基噸とした排出風の対比や、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採1,．特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの
削減などを記入してください，

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
京都府京都市山科区栗栖野狐塚５番地の１

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

株式会社ファインシンター山科工場工場長深澤洋一（山科工場省エネ委員会委員長・工場単位で統括）

事業者の主たる

業種 地球温暖化対策製品の自動車部品製造業

該当する事業者
要件 Iワ

「

京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１号該当事業者（大規模エネルギー使)Ⅱ事業者（原油に換算してＬ500キロリットル以上））

京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道
車両150両以_上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して３，０００トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
エネルギー消費効率の改善、廃棄物（廃製品含む）排出量の削減、当工場の全部門でのマネジメントシステムを有効に活用し、
３％以上のCO2排出量の削減を目指す。

推進体制 環境管理責任者（取締役）をＩＳＯ推進委員長とし、省エネルギー部会と同調し、
実施計画の策定及び月例の進捗管理を図り推進する。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 山科工場

取得年月日 1999年12年10日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

平成２２年度

平成２２年度

平成２２年度

設備、対象、工程等

工場屋内

工場製造部門

社用車

携置内容

電力慮の低減＝照明のＬＥＩ〕化（計画的に取替実施）、空気圧縮機のインバータ化

空気圧縮機＝プロワー導入

低燃費迦紙の推進

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(１９）年度

(二駿化炭素換算）

目標年度（計画）
(２２）年度

(二腫化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）
(22）年度

(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

8,296.0ｔ 8,0380ｔ －３．１％ 7,170.4ｔ -13.6％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ 8.296.0ｔ ＊２ 8,038.0ｔ －３．１％ ＊４ 7,170.4ｔ -13.6％ 

世界的不況から、７０～80％の回復は果たした、景気(生産量）によって変化する変動値はいかんともし難い、最新情報を
キャッチして更なる改善をしたい。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

山科工場
二酸化炭素換算

生産重量（ｔ）
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実紙）

2.410ｔ－ＣＯ２／ｔ 2.330ｔ－ｃｏ２／ｔ -3.3％ 2.906t-Co2 20.6％ 

％ ％ 

％ ％ 

同_上

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計iMii）

取組量等 (二鹸化炭素換算）

(整備面稲） hａ (吸収1Kk） ｔ 

(利用量） 】ｎｺ (月ﾘ減舩） ｔ 

(売趣風） 1(wｈ (櫛Ⅱ減lHl） ｔ 

(熱供給lit） GＪ (111ﾘ城IX） ｔ 

(顛入鼠） kwｈ (ﾊﾞﾘ滅駄） ｔ 

(蝋入量） ｔ (月Ｉ減鼠） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組lil等 (二酸化炭素換算）

(整備面稲） hａ (吸収量） ｔ 

(利用段） I、］ (rIﾘ減Ek） ｔ 

(充繭壁） ｈ (櫛ﾘ減錘） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減風） ｔ 

(蝋入段） kwｈ (､'1城壁） ｔ 

(IMO入鼠） ｔ (削減鼠） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 8.296.0ｔ 

目標年度（計画）

㈹2)‐い$）８`038.0ｔ

増減率（計画）

－３．１％ 

報告年度（実績）

１Ｍ)－(o5） 7,170.4ｔ 

増減率（実績）

-13.6％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

山科美化推進協議会・参画及び２回／年の河川清掃活動。

工場構内清掃活動「クリンアップ作戦」における緑地の３ｓ活動｡
山科美化推進協議会（山科区２万人まち美化作戦）一斉清掃。

特記事項


